
 

 

Letter No. 37 

雪崩分科会レター 
 
 

 
中国天山の雪崩．コルラ-イリ間の国道 218 号は雪崩地帯を通過する．この雪崩は

ナラト付近で発生したもので，道路にはかろうじてとどいていない．デブリの最

大幅 17m，最大厚さ 1.45m，スノーボールの直径 8-20cm．スノーボール内の雪

密度 540kg/m3．（2005 年 2 月阿部修会員撮影） 

 
 
 
 

２００６年１０月３１日発行 

（社）日本雪氷学会 雪崩分科会 
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雪崩分科会レターのメール配信をご利用下さい 

経費（郵送料）の節減と編集・配送作業の軽減のため、35 号より郵送による配信

に代わって、電子メールによる雪崩分科会レターの配信を始めました。 

メール配信をご希望の方は、編集担当の荒川（h.arakawa@yagai.co.jp）まで、メ

ールにてご連絡下さい。また、途中でメールアドレスが変更になった場合にはできる

だけ早くご連絡下さい。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

編集担当 荒川逸人 
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� ２００６年度雪崩分科会例会のご案内  
2006 年度日本雪氷学会全国大会（秋田大会）の会期中に、下記のとおり雪崩分科会例会

（総会、研究会）を開催いたしますので、ご出席下さいますようお願い申し上げます。 
 

記 
 
１．日時：2006 年 11 月 16 日（木） 18：00～20：00 
 
２．場所：秋田市民交流プラザ ALVE(アルヴェ)  2 階 多目的ホールＡ 

（秋田市東通仲町 4 番 1 号） 
 

３．総会（18：00～18：40） 
     ・役員改選 

・2005 年度事業報告 
・2006 年度事業計画（案） 

     ・2005 年度会計報告 
・2006 年度予算（案） 

     ・その他 
 
４．研究会（18：40～20：00） 

講演者：平島 寛行 氏（防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター） 
題目： 「ISSW2006 の報告」 
講演者：窪 敏秀 氏（国土交通省東北地方整備局 山形河川国道事務所） 
題目： 「平成 18 年豪雪時の山形県内の国道における道路管理について」 
講演者：飯倉 茂弘 氏（鉄道総合技術研究所 防災技術研究部） 
題目： 「雪崩による鉄道の運行障害 2006」 

 
● 雪崩分科会会員以外の方のご参加も大歓迎です。 
● 例会終了後、懇親会を予定しております。場所は例会時にお知らせします。 
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� ２００５年度事業報告  
 
１． 総会・研究会の開催（2005 年 9 月 27 日 旭川市 講演：3 件 参加者：33 名） 
 
２． 雪氷学会主催「第 16 回雪崩対策の基礎技術研修会」開催協力（新潟県湯沢町 参加

者：34 名） 
 
３． ニューズレターNo.35，36 の刊行 
 
４． 企画研究に対する助成（企画研究助成 1 件） 

助成対象者：伊藤陽一会員（北海道大学低温科学研究所） 
研究題目：多量の降雪にともなう雪崩発生時の積雪連続観測 

 
５． ホームページの更新と管理 
 
６． 雪崩分科会メーリングリストの運営と管理 
 

� ２００６年度事業計画（案） 
 
１． 総会の開催 
 
２． 研究会の開催 
 
３． ニューズレター刊行（2回） 
 
４． 第１７回雪崩対策基礎技術研修会の開催協力 
 
５． 分科会会員に対する研究協力 
 
６． 雪崩対策の基礎技術研修会テキストの更新 
 
７． 「雪氷」の雪崩特集号発行に対する協力 
 
８． ホームページの充実と活用 
 
９． メーリングリストの活用 
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� ２００５年度会計報告  
（収入の部）
科   目 2005年度決算
1. 基本財産運用収入 -                              
2. 会費収入 40,000                       
3. 事業収入 180,000                     
4. 助成金 -                              
5. 内部移管勘定 109,622                     
6. 資産勘定からの繰入 -                              
7. 雑収入 34                            
当期収入合計           a 329,656                     
前期繰越収支差額 1,413,274                   
収入合計                b 1,742,930                    
（支出の部）
科   目 2005年度決算
1. 事業支出 284,266                     
2. 管理費 273,200                     
3. 内部移管勘定 -                              
4. 資産勘定への繰入 900,000                     
5. 予備費 -                              
当期支出合計           c 1,457,466                   
当期収支差額      ａ - c -1,127,810                 
次期繰越収支差額 b - c 285,464                      

� ２００６年度予算（案） 
（収入の部）
科   目 2006年度予算
1. 基本財産運用収入 -                              
2. 会費収入 65,000                       
3. 事業収入 50,000                       
4. 助成金 -                              
5. 内部移管勘定 50,000                       
6. 資産勘定からの繰入 -                              
7. 雑収入 1,000                        
当期収入合計           a 166,000                     
前期繰越収支差額 286,154                     
収入合計                b 452,154                      
（支出の部）
科   目 2006年度予算
1. 事業支出 260,000                     
2. 管理費 150,000                     
3. 内部移管勘定 300,000                     
4. 資産勘定への繰入 -                              
5. 予備費 -                              
当期支出合計           c 710,000                     
当期収支差額      ａ - c -544,000                   
次期繰越収支差額 b - c -257,846                    

 
【注意】繰越金額が決算と予算（案）で異なるのは、予算（案）を雪氷学会事務局に提出する日程の関係で、

予算（案）を決算前に組む必要があり、繰越額を見込みで計上するためです。雪氷学会事務局へ提

出した予算（案）と整合性を取るためとご理解下さい。 
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� 第１０回全国山岳・スキー場雪崩安全セミナー開催報告  
 

2006.9.4 中山 建生 
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� 第１７回 雪崩対策の基礎技術研修会開催のお知らせ 
1) 開催の趣旨 
 「平成 18 年豪雪」では，積雪寒冷地において雪崩による通行止めが発生し，地域社会の経

済活動，市民生活に大きな障害を与えました．（社）日本雪氷学会では，平成 2 年度から，雪

崩対策の前線で活躍のスキー場パトロール，山岳救助担当者，雪崩対策に関わるコンサルタン

ト，諸官庁の関係者を対象に，雪崩対策の基礎技術研修会を開催してきました．今回は，はじ

めて北海道で開催いたします．これまでの研修会プログラムを一部変更し，北海道の講師を中

心として，道路の雪崩対策を中心に，最低限必要な知識の習得を目指します． 
 
2) 開催月日 
 平成 18 年 12 月 18 日（月）～19 日（火） 
   
3) 会場 
室内講義：（株）ドーコン（札幌市厚別区厚別中央 1 条 5 丁目 4-1） 
現地実習：中山峠近郊（予定） 
 
4) プログラム（予定）  
【12 月 18 日】 
10:00～10:15  受付 
10:15～17:00  開会式・講義 
「降積雪と雪崩の基礎知識」（秋田谷英次：北の生活館・元北大低温研所長） 
「積雪観測法」（尾関俊浩：北海道教育大学岩見沢校） 
「雪崩危険斜面の判定・雪崩管理の実態」（町田誠：町田建設（株）） 
「北海道における道路管理上の雪崩対策」（池田保夫：（株）ドーコン） 
「雪崩対策工の計画設計」（上石勲：（株）アルゴス） 
「雪崩埋雪者の捜索救助」（樋口和生：NPO 法人北海道山岳活動サポート代表） 
【12 月 19 日】 
8:20～14:00  野外実習  
「雪崩対策工見学」（車窓見学） 
「積雪観測演習」（尾関俊浩ほか） 
「雪崩探索と救助実習」（樋口和生ほか） 
14:00～16:30  修了試験・閉会式（修了証授与）・移動 
 
5) 申し込み 
 以下の URL（（社）日本雪氷学会雪崩分科会ホームページ）より開催案内兼申込書をダウン

ロードしてお使い下さい．申し込み〆切は 11 月 22 日（水）です．定員（40 名）になり次第，

受付を〆切ります． 
http://www.argos-net.co.jp/nadare_bunkakai/ 
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6) 問い合わせ先 
第 17 回日本雪氷学会雪崩対策の基礎技術研修会事務局 (E-mail:nadareken17@its-win.gr.jp) 

研修会全般：(独)土木研究所寒地土木研究所 松澤 (Tel:011-841-1746, Fax:011-841-9747) 

受付申込み：野外科学（株） 荒川・飯沼 (Tel:011-751-5152, Fax:011-748-3618) 

 

 

� 雪崩特集号について（第 2 報） 
前号の Letter で機関誌「雪氷」の第 2 回雪崩特集号への投稿を呼びかけたところですが，そ

の進捗状況をお伝えします． 
（１）「雪氷」のスケジュールについて 

編集委員会と連絡を取っておりますが，他の特集号との関係で，雪崩特集号は少なくとも

2007 年度 5 月号以降の掲載予定と，時期が若干うしろにずれ込む予定です． 
（２）公募論文について 

6 月末にお知らせした段階では，「原著論文については 2006 年 10 月末，それ以外について

は 11 月末までのご投稿」を呼びかけておりました．10 月 31 日現在，査読の入る原著論文（論

文，研究ノート，速報）については未だ入稿がありません．11 月に入りますが，原著論文の募

集を継続しておりますので，投稿を予定されているかたは雪崩特集号編集担当尾関 
“oze@iwa.hokkyodai.ac.jp” までご連絡ください．ぜひともこの機会にデータをまとめて「雪

崩特集号」にご協力ください．また査読の入らない原稿については更に日程の余裕があります

ので，写真館，新刊紹介，エッセー，談話室，報告，質問箱などへのご投稿をお待ちしており

ます．講座，用語集など特集号の企画案についても募集しております． 
投稿要領については「雪氷」1 月号の巻末か，日本雪氷学会のホームページ内 

“http://www.seppyo.org/Members/eb1” 
で閲覧が可能ですのでご利用ください．原稿は電子投稿がたいへん便利です．また郵送の場合

の送付先は「雪氷編集委員会」ですが，投稿時には編集担当まで，原稿の種類，題目と著者名

をご連絡ください． 
 
ご協力よろしくお願いします． 
 
2006 年 10 月 31 日  
雪崩特集号 編集担当 尾関俊浩 
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� 分科会費納入のお願い 
 今年度の雪崩分科会費を郵便振替で納入願います。金額は年額 1,000円です。お手数ですが、

郵便局の窓口において用紙を受け取り、必要事項をご記入の上、払い込み願います(氏名と何年

度分の会費かをお書き下さい) 。前年度までの会費に未納のある方は、あわせて納入願います。

口座番号等は以下の通りです。 
 

口座番号：00670-0-26949  口座名称：日本雪氷学会雪崩分科会 

 
 ご不明な点がありましたら会計担当幹事の山口悟までお問い合わせ下さい。連絡先は次の通

りです。 
 郵便宛先：〒940-0821 新潟県長岡市栖吉町前山 187-16  

防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 
 電話：0258-35-7522、ﾌｧｯｸｽ：0258-35-0020、e ﾒｰﾙ：yamasan@bosai.go.jp 
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� 雪崩分科会役員  
（役職） （氏 名） （所属） 

会 長 西村 浩一 新潟大学 理学部 

副会長 和泉  薫 新潟大学 災害復興科学センター 

副会長 上石  勲 株式会社アルゴス 雪氷技術センター 

監 事 川田 邦夫 富山大学 極東地域研究センター 

幹事長 河島 克久 新潟大学 災害復興科学センター 

幹事（会計） 小杉 健二 （独）防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 新庄支所 

幹事（会計／ML） 山口  悟 （独）防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 

幹事（企画） 秋山 一弥 国土交通省 国土技術政策総合研究所 

幹事（企画） 飯田  肇 立山カルデラ砂防博物館 

幹事（企画） 中山 建生 日本勤労者山岳連盟 

幹事（企画） 町田  誠 町田建設株式会社 

幹事（企画） 松澤  勝 （独）土木研究所 寒地土木研究所 

幹事（研究会） 竹内由香里 （独）森林総合研究所 十日町試験地 

幹事（編集） 荒川 逸人 野外科学株式会社 

幹事（編集） 尾関 俊浩 北海道教育大学 岩見沢校 

幹事（HP） 池田 慎二 株式会社アルゴス 雪氷技術センター 

顧 問 若林 隆三 アルプス雪崩研究所 

顧 問 遠藤八十一 元 森林総合研究所 十日町試験地 

※ HP：ホームページ、ML：メーリングリスト 

 

雪崩分科会ホームページ：   http://www.argos-net.co.jp/nadare_bunkakai/ 

 
（社）日本雪氷学会 

 雪崩分科会事務局 

〒950-2181 新潟市五十嵐２の町 8050 

新潟大学 災害復興科学センター 

  河島 克久 

電話：025-262-7056 FAX：025-262-7050 

E-mail：kawasima@cc.niigata-u.ac.jp 

 編集担当 〒065-0043 札幌市東区苗穂町 12 丁目 2-39 

野外科学株式会社 技術部 

  荒川 逸人 

電話：011-751-5152 FAX:011-748-3618 

E-mail：h.arakawa@yagai.co.jp 

 


